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第５5回

スクエアダンス愛好者の高齢化対応
S協参与　辻田　満（全体講習講師）

スクエアダンスは年齢にはあまりこだわ
ることなく本人が元気であれば幾つに
なっても楽しめるレクリエーションなので、
今までは「高齢化」と言う言葉はなじみ
の薄い言葉でした。しかし、今スクエア
ダンス界に押し寄せる「高齢化」がとん
でもない危機をもたらそうとしています。「高齢化」はこれ
からのスクエアダンス界の存亡がかかった一刻の猶予もな
い重要な課題であることを説明しました。そしてこの素晴ら
しいスクエアダンスを次世代に繋いでいくためにこれからの
10年を私たちはどうすべきかを皆さんに考えて頂きました。

今から27年前の1992年に来日したカリフォルニアFD協
会元会長のジョン・フィルリッチ氏の「アメリカにおける高

齢者のフォークダンス事情」と題した講演内容を紹介しま
した。彼は講演の中で「若い人を入れることに失敗した。
今では高齢者集団となってしまい誰も解決できる人がいま
せん。そして、カリフォルニアで今おこっている問題は、
日本でこれから20年25年たった時に同じ問題にぶつかる
はずです。」と言っており、まさに今その予見通りになろう
としています。

そこで、現在取り組んでいる特に若い人を対象にした
施策 ①学校・ジュニア普及活動　②次世代育成活
動　③中堅リーダー活動推進等　の活動を実際にして頂
いている方々にフロアーから発言を求め、彼らの熱い想い
を伝えて頂きました。また、体験者10万人運動と普及サ
ポーター育成についても各支部での取り組みを報告して頂
きました。これらの新しい普及方策を各クラブで、とにかく
具体的な行動を起こして頂けるようにお願いして全体講習
を終えました。

3月1日（金）～3日（日）の3日間にわたり第55回全日本
スクエアダンス講習会が幕張セミナーハウスにて開催されま
した。この講習会は、「明るい健康的なレクリエーションと
してのスクエアダンスを広く国民に普及するため、スクエア
ダンスのダンス及びコールの習得を目的として開催する。」
の開催趣旨のもと、公益社団法人日本フォークダンス連盟

（日連）主催、一般社団法人日本スクエアダンス協会（Ｓ
協）後援で、毎年開催されています。

今回の講習コースと担当講師（敬称略）は、次のとお
りです。

全体講習／スクエアダンス愛好者の高齢化対応（辻
田満）、Ａ1a／コール入門（田島治）、Ａ1b／コール組
み立て・入門（大川康太郎）、Ａ1c／コール組み立て・

実践（原秀幸）、Ａ2a／サイトコール入門（西山隆文）、
Ａ2b／サイトコール実践・応用（金子裕行）、コール実践
①／ビギナー指導・実践（原井耕治）、コール実践②／
コール実践・クリニック（島田秀幸）、Ｐ／プラス踊り込み

（吉村元宏）、ＡＤ／アドバンス踊り込み（鈴木孝子）。
以上の全体講習、コーラーコース7コース、ダンサーコー

ス2コースで開催し、北海道から九州までの全国から109
名の方が参加しました。若手コーラーの参加も多く、将来
の牽引役として大いに期待されます。

ご協力、ご尽力いただきました講師・補助講師、日
連・Ｓ協関係者の皆様に厚くお礼申し上げ、参加された
皆さまのさらなるご活躍を心からお祈り申し上げます。

（日連ＳＤ委員会）
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講習会を振り返って
A2bコース講師　金子　裕行（堺・光明池SDC）

今回は、A2bコースを担当させてい
ただき、12名の受講生の皆さんと進め
てまいりました。

A2bコースは、ステップアップしてきた
コーラーコースの最終コースであり、前
年に行ったサイトコール入門を踏まえ、
ハッシュコールを中心に（一部シンギングも盛り込んで）講
習を行いました。

一般的な1組と4組を覚えて行うサイトコールに、モ
ジュールやCRaMS（クラムス）の考えを取り入れ、特に今
回は、オポジットラインに着目し、コール実践を重ねました。

講習は、『特定のラインを作る』『アイソレイテッドサイトを
行う』『特定の動きを入れる』『カドラントを回す』『オポジット
ラインを作る』『モジュールでゲットアウトする』等々、多岐
に渡りましたが、12名の皆さんは極めて優秀で、理解も
早く、講師としてとても嬉しく、かつ、やりがいのある講
習になりました。

講習会は、わずか二泊三日という限られた時間ですの
で皆さんの今後のコールに対するヒントや、変化のきっか
けを作ることに過ぎません。是非、クラブに帰られてか
ら、今回講習したことを思い出し、実践していただけたら
と思っております。

またどこかでお会いした時、皆さんと、コールをご一緒
する機会があればとても嬉しく思います。末筆になります
が、講習会の主催・運営をいただきました、日本フォーク
ダンス連盟の皆さまに、厚く御礼申し上げます。

三日間、誠にありがとうございました。

発表会の達成感が最高でした
【コール実践コース②参加】

富山スクエアダンスクラブ　河本　伸二
「コール実践コース②」はシンギング

コールクリニック、ハーモニーが出来るよ
うにと島田講師の下に、北は東北仙
台、南は九州福岡から10名のコーラー
が受講しました。メンバーは20代から
60？代の男性8名女性2名の構成で
す。受講生の皆さんはそれぞれ各クラブや地区において
コールをしています。しかし、もっとシンギングコールに磨
きをかけたい、ハーモニーも出来るようになりたいと意欲
満々で参加されています。

シンギングコールクリニックでは、それぞれ事前に提出
していた課題曲を受講生全員の前でコールします。そし
て島田講師から課題曲について何がテーマなのか？聞か
れます。それに対して適切なアドバイスをもらいます。「ク
ローザーとエンディングをこんな風に工夫してみたら…。」
等々実演を交えたアドバイスです。早速それぞれの受講
生がそれを踏まえてコールします。ビフォア・アフター…、

曲調やコールが格段に変化します。
まさしく「Shimada Magic」です。イントロからクロー

ザー、エンディングまですべてが「シンギングコール」であ
ることを痛感させられました。受講生全員、ダンサーに共
感してもらえるコールが大切であることを学びました。

2日目午後からは、ハーモニーについての実践です。
初めて聞く曲のメロディーライン・ハーモニーラインを受講生
全員で繰り返しコール練習します。そしてそれぞれ5名ず
つパートに別れます。島田講師の言葉を借りれば、メロ
ディーがそれぞれの体に染み込むまで繰り返し練習しまし
た。最終日の発表会では、多くのダンサーの前でマイクを
使用しないで10人がパートに別れて合唱隊でコールしまし
た。コールを終えた後の清 し々さは今までに無かった感動
です。受講生10名思わずハイタッチで喜び合いました。

今回の講習では、シンギング曲に対して「楽曲を提供
してくれた人の思いが伝わっているか、踊っているダン
サーに楽しさを共感してもらえるか」を常に考えながら練習
を繰り返す重要性を学びました。今後も「練習は裏切ら
ない」をモットーにコールの勉強を真摯に続けていこうと思
います。

ドキドキの講習会に参加して
【A1aコース参加】

春日部ＳＤＣ　白土　タエ子
スクエアダンスを始めて5年、今は初

級プラスもどうにか踊れるようになりＳＤ
の魅力にどっぷりハマって、毎週木曜
の例会を楽しんでいます。昨年、会長
からコーラーをやってみないかと声を掛
けられ、今回の講習会に参加する事に
なりました。

参加する前からドキドキで、何が起こるか不安でいっぱ
いでした。春日部ＳＤＣからの参加者は5名、コーラーＡ1
ａコースの参加者は私含めて2名。私達は2人で1人と初
心者マークを付けて、他のメンバー12人と共にカリキュラ
ムガイドラインに沿って、田島先生の一言一句も聞き漏らさ
ないようにと一生懸命勉強しました。音響機材とマイクの
取り扱い方、英語の発音とコールのタイミングは難しく、
部屋に戻り、何度も何度もコールの練習をしました。翌日
は、ＳＤ駒を使いながら、コールの組み立てを個人個人
で発表する。その後も四苦八苦しながら容赦なくシンギン
グコール…隣の部屋の方に気を遣いながら課題の歌も遅
くまで練習しました。私達のコースは課題の発表もあり、
皆さん緊張たっぷり。私は代表のお礼の言葉もあったの
で尚更、緊張しました。

今思い出しても忘れられない3日間であり、あっという
間の出来事でした。今は例会でコールの実践を少しだけ
しています。是非、他の皆さんもコールの勉強に挑戦し
て頂きたいと思います。

色々講習会ではお世話になりました。来年またお会い
出来るかなあと考えています。有難うございました。
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